
青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第８期計画　進捗状況

（令和３年度実績）



○令和３年度自己評価結果一覧

施策番号 自己評価 ページ番号

1-1 〇 2

1-2 ◎ 3

2-1 〇 4

2-2 〇 5

2-3 ◎ 6

2-4 ◎ 7

2-5 ◎ 8

2-6 ◎ 9

3-1 〇 10

3-2 ◎ 11

4-1 ◎ 12、13

4-2 〇 14

4-3 △ 15

施策数：13

区分ごとの内訳 　＜評価基準＞

◎ 7　（ 54％） ◎ 順調に進捗している

○ 5　（ 38％） ○ 概ね順調に進捗している

△ 1  （  8％） △ やや進捗が遅れている

× 0　（   －） × 進捗が遅れている

計 13  （100％） ・自己評価に当たっては、達成率を基本に事業の実施状況等を踏まえ総合的に評価します。

・目安は、進捗状況を確認するための基準として県から示されたもので、県内一律となっています。

成年後見制度の利用促進

虐待防止対策の強化

介護サービスの充実

介護サービスの適正化

災害・感染症対策に係る体制整備

施策名

在宅医療・介護連携の推進

住まいの充実

安全・安心な暮らしの確保

認知症施策の推進

地域包括支援センターの機能の充実

見守り・支え合いの推進

青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第８期計画　進捗状況の概要

自己評価 施策数

基本方向

第2章 地域包括ケアの推進

第3章 尊厳が守られる暮らしの実現

第4章

区分 評価基準

適正な介護サービスの提供

第1章 介護予防・生きがいづくりの推進
介護予防・重度化防止の推進

生きがいづくりの推進

達成率29％以下

目安

目標とする指標の達成率

達成率80％以上

達成率60％～79％

達成率30％～59％
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青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第８期計画　自己評価シート

1-1

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇つどいの場への参加率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ - - 6.0 6.5 7.0

実績値 ％ 5.2 4.2 4.9

達成率 - - 81.7%

〇ポピュレーションアプローチの実施
  圏域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 圏域 - - 11 11 11

実績値 圏域 - 11 11

達成率 - - 100.0%

〇健康講座等健康教育総参加者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 人 - - 27,000 27,000 27,000

実績値 人 23,134 6,782 6,030

達成率 - - 22.3%

〇つどいの場を週1回以上開催している
  地区社会福祉協議会数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 地区 - - 26 32 38

実績値 地区 15 14 1

達成率 - - 3.8%

〇要介護等認定率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ 19.4 19.4 19.5 19.5 19.5

実績値 ％ 19.5 19.4 19.5

達成率 99.5% 100.0% 100.0%

〇

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から
　健康講座等の一部中止や人数制限を行った上
　での開催としたため、参加者数は減少しました。

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から
　開催を自粛した期間が長かったため、必要回
　数を開催できた地区社会福祉協議会は減少し
　ました。

第1章 介護予防・生きがいづくりの推進

施策番号 施策名 介護予防・重度化防止の推進

主な取組 目標とする指標

1-1

〇介護予防活動の
  推進

〇フレイル予防の
  推進

〇健康づくりの推進

〇多様なつどいの場
  の提供

〇自立支援・重度化
  防止の推進

〇一般介護予防事業
　・つどいの場にロコモ予防体操等の指導者を派遣
    した回数　196回（R2:321回）
　・ボランティアポイント制度対象事業のうち介護
　　予防の活動を行った活動者数と活動ポイント数
　　　377人、3,597ポイント
      （R2:805人、9,407ポイント）

〇後期高齢者医療訪問指導事業
　[ポピュレーションアプローチ]
　・フレイル予防の健康教育等を実施した回数、圏域
　　　21回、11圏域（R2：2回、11圏域）
　　※青森市地域包括支援センターへ業務委託
　[ハイリスクアプローチ]
　・（受診行動適正化）医療機関の頻回・重複受診者へ
　　の保健指導実施人数　35人（R2：52人）
　・（低栄養防止）体重減少者等への栄養指導実施人数
　　　211人（R2：20人）
　・（重症化予防）糖尿病治療中断者への受診勧奨実施
　　人数　7人（R2：6人）
　・（健康状態不明者の状況把握）健診・医療未受診者
　　の状況把握人数　336人（R2：278人）

〇壮年期健康教育事業　ほか
　・医師、保健師、栄養士による健康教室・健康講座
　　（母子保健・成人保健分野）の総参加者数
　　　6,030人（R2：6,782人）

〇こころの縁側づくり事業
　・地域のつどい（地区社会福祉協議会単位に行う
　　つどいの場）を開設した地区社会福祉協議会の
　　地区数と開催箇所数
　　　37地区、103箇所（R2:38地区、106箇所）
　・まちなかいきいきサロン（生活の中で気軽に立ち
    寄れるつどいの場の開催箇所数と開催回数
　　　2箇所　3回（R3新規）

〇地域ケア会議推進事業
　・自立支援型会議開催回数　3回（R3新規）

〇介護サービス適正化実施指導事業
　・ケアプランの点検件数　41件（R2:45件）
　  　うちアドバイザーによる点検　2件（R2:0件）

（第1号被保険者に占めるつどいの場への参加者数の
割合）

（つどいの場等において、以下を実施した日常生活
圏域の数）
・フレイル予防の健康教育・健康相談
・フレイル状態の把握・保健指導
・必要なサービスの利用勧奨

（市民の更なる健康寿命の延伸に向け、市民のヘル
スリテラシーの向上を図る目的で開催する健康講座
等への総参加者数）

（つどいの場を週1回（年間48回）以上開催している
地区社会福祉協議会の数）

（第1号被保険者に占める要介護・要支援認定者数の
割合）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・新型コロナウ
イルス感染症感
染拡大防止のた
め、「健康講座
等健康教育総参
加者数」及び
「つどいの場を
週1回以上開催
している地区社
会福祉協議会
数」は目標に達
しなかったもの
の、その他の指
標は達成率が
80％以上であっ
たこと

・生活の中で気
軽に立ち寄れる
「まちなかいき
いきサロン」を
開催し、新たな
つどいの場づく
りを行ったこと

・新たに介護予
防・重度化防止
の視点での地域
ケア会議を開催
したこと

などから、概ね
順調に進捗して
います。

　高齢者のつどいの
場への参加者数は
年々増加しています
が、参加率（実参加
者数／高齢者人口）
は、4.9%（令和3年
度末）と認知症施策
推進大綱等で示され
ている目標である
8％に満たないこと
から、より参加しや
すい仕組みづくりが
必要です。
　
　高齢者が自立した
日常生活を送るため
に、介護予防・重度
化防止の視点が必要
です。

　ロコモ予防体操等の指導者や理
学療法士等のリハビリテーション
専門職の派遣、ボランティアポイ
ントの付与による人材の確保、開
催回数に応じた運営費支給により
住民が主体的に介護予防活動に取
り組むことができるよう支援を継
続します。
　また、地域で活動するつどいの
場に加え、地域に関わらず参加で
きる新たなつどいの場として、
「まちなかいきいきサロン」を開
催し、幅広い参加の機会の確保に
努めます。

　リハビリテーションや栄養の専
門職を派遣し、自立支援・重度化
防止に向けた検討・支援を行う地
域ケア個別会議（自立支援型会
議）を開催し、介護予防・重度化
防止に取り組みます。
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1-2

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇老人クラブ会員数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 6,764 6,794 5,817 5,817 5,817

実績値 人 5,419 4,946 4,587

達成率 80.1% 72.8% 78.9%

〇シルバー人材センター会員の就業率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ 78.0 78.0 75.0 75.0 75.0
実績値 ％ 74.5 74.9 75.4
達成率 95.5% 96.0% 100.5%

〇高齢者福祉乗車証所持者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 37,063 37,496 39,159 39,364 39,569

実績値 人 38,749 38,914 38,824

達成率 104.5% 103.8% 99.1%

第1章 介護予防・生きがいづくりの推進

施策番号 施策名 生きがいづくりの推進

主な取組 目標とする指標

1-2

〇生きがいづくりの
　充実

〇高齢者の就業促進

〇外出手段の確保

〇老人クラブ活動育成事業
　・補助金を交付している老人クラブ数
　　　158団体（R2：172団体）
　・広報あおもり5/1号掲載
　　　「老人クラブの活動を支援しています」

〇シルバー人材センター運営費助成事業
　・シルバー人材センター会員数
　　　1,069人（R2：1,139人）
　・広報あおもり3/1号掲載
　　　「シルバー人材センターに入会しませんか」

〇高齢者福祉乗車証交付事業
　・高齢者福祉乗車証新規交付者数
　　　1,892人（R2：1,921人）
  ・高齢者福祉乗車証延べ利用者数
　　　1,737,671人（R2：1,753,744人）
　・広報あおもり毎月15日号掲載
　　　「満70歳以上の皆さんに「いき・粋乗車証」を
　　　交付」

◎

（老人クラブに加入している人数）

（就業したシルバー人材センター会員の割合）

（高齢者福祉乗車証を所持している高齢者数）

※R2までは老人クラブ連合会に加入している会員
数、R3からは老人クラブ連合会に加入していない者
も含む。

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

・定年延長やラ
イフスタイルの
多様化等の様々
な要因により、
老人クラブ加入
者数は年々減少
しており目標値
を下回ったもの
の、老人クラブ
へ補助金を交付
し、生きがいづ
くり活動を支援
していること

・シルバー人材
センターの就業
率及び高齢者福
祉乗車証交付者
数は目標値を達
成していること

などから、順調
に進捗していま
す。

　生きがいづくりの
充実や高齢者の就業
促進を図るため、老
人クラブ及びシル
バー人材センターの
会員数の拡大を図る
必要があります。

　生きがいづくりの充実や高齢者
の就業促進を図るため、引き続き
老人クラブ及びシルバー人材セン
ターに補助金を交付し、活動を支
援するとともに、広報あおもりな
どで活動内容や会員募集等の周知
を行います。
　また、新型コロナウイルス感染
症拡大に伴い、活動を自粛する老
人クラブが生じていることから、
コロナ禍であっても老人クラブ活
動を継続できるよう指導・助言
し、広報あおもりなどを活用し、
老人クラブ活動を紹介するなど、
あらゆる機会を捉え活動内容を周
知していきます。
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2-1

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇在宅医療・介護連携のための多職種
　研修会参加数
（医療・介護等の多職種研修会（グループワーク                                                       
等）に参加した人数）     
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 人 - - 204 204 204
実績値 人 135 127 182
達成率 - - 89.2%

〇在宅医療・介護連携のための連携会議
　開催回数
（医療・介護等の多職種による連携会議の開催回数）                                                            
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 回 - - 1 1 1
実績値 回 1 0 0
達成率 - - 0.0%

〇医療・介護連携に関する出前講座開催
　回数
（市や地域包括支援センターが地域の会合等の場で                                                     
普及活動を行った回数）       
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 回 12 12 17 17 17
実績値 回 15 15 24
達成率 125.0% 125.0% 141.2%

〇

・新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止のため、
在宅医療・介護
連携のための連
携会議は開催で
きなかったもの
の、在宅ケアに
関する情報を掲
載したチラシを
改訂し、医療機
関や介護事業所
等の関係機関に
配付し、医療・
介護資源やサー
ビス提供に関す
る周知を図った
こと

・「在宅医療・
介護連携のため
の多職種研修会
参加数」や「医
療・介護連携に
関する出前講座
開催回数」は目
標値を達成して
いること

などから、概ね
順調に進捗して
います。

  日常の療養支援か
ら、入退院支援、急
変時の対応、看取り
までを含め、切れ目
のないサービスを提
供するためには、医
師、看護師、介護支
援専門員等の多職種
や、関係機関による
協働・連携を進めて
いく必要がありま
す。

  医療と介護関係者の一層の連携
を図るためには、在宅療養生活を
支えるための知識や他の職種の職
務内容への理解が必要であるた
め、医療・介護等の多職種による
会議や研修会等を開催することに
より、医療・介護関係者の相互理
解と連携促進を図ります。

※新型コロナウイルス感染症の影響により開催
　できなかったものです。

第2章 地域包括ケアの推進

施策番号 施策名 在宅医療・介護連携の推進

主な取組 目標とする指標

2-1

〇医療・介護関係者
　の連携推進

〇医療・介護が連携
　したサービスの提
  供

〇地域住民への普及
　・啓発

〇在宅医療・介護連携推進事業
　・在宅医療・介護連携のための多職種研修会
　　　開催回数　1回（R2：1回）
　　　参加者数　182人（R2：127人）
　・在宅医療ケア知識向上研修会
　　　開催回数　4回（R3新規）
　　　参加者数　169人（R3新規）
　・入退院調整ルールの手引きの改訂・配付
　・医療機関や介護事業所等に対する「在宅医療・
　　介護連携」に関するアンケート調査
　・在宅ケアに関するチラシ「医療と介護」の改訂・
　　配付
　・医療と介護に関する出前講座の開催
　　　開催回数　24回（R2：15回）
　・広報あおもり6/1号特集掲載
　　　「在宅医療と介護の連携」
　・広報あおもり11/15号掲載
　　　「人生会議（ACP）及びエンディングノートに
　　　ついて」

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）
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2-2

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇認知症ステップアップ講座の開催圏
  域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 圏域 - - 6 9 11
実績値 圏域 3 1 0
達成率 - - 0.0%

〇帰宅困難高齢者等の事前登録件数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 280 374 468
実績値 人 - 147 261
達成率 - - 93.2%

〇つどいの場への参加率【再掲】

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 6.0 6.5 7.0
実績値 ％ 5.2 4.2 4.9
達成率 - - 81.7%

〇認知症の相談窓口を知っている割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 27.8 29.1 29.1
実績値 ％ 27.8 27.8 27.8
達成率 - - 100.0%

主な取組 目標とする指標

2-2

〇支援体制の強化

〇認知症の早期発見
　・早期対応

〇認知症予防の推進

〇認知症に係る知識
　の普及・啓発

〇認知症高齢者対策事業
　・認知症サポーター養成講座の開催
　　　開催回数　32回（R2：30回）
　　　参加者数　933人（R2：786人）
　・タブレットを使用した脳の健康チェックの実施
　　　実施回数　32回（R2：36回）
　　　参加人数　58人（R2：134人）

〇認知症総合支援事業
　・各地域包括支援センターへの認知症地域支援推
　　進員の配置数　24人（R2：16人）
　・認知症カフェの開催回数　19回（R2：69回）
　・「認知症ケアパス」の更新
　　　医師会、歯科医師会、薬剤師会への周知
　・認知症初期集中支援チーム支援件数
　　　1件（R2：0件）
　・医療機関向けケア向上研修
　　　開催医療機関　1か所（R3新規）
　　　参加者数　5人（R3新規）
　・医療・介護職員等を対象とした認知症に関する
　　研修会の開催回数　7回（R2：9回）
　・市民向けの認知症講座の開催回数
　　　1回（R2：0回）
　・広報あおもり9/1号掲載
　　　「認知症への理解を深めよう！9月はアルツハイ
　　　マー月間」
　・広報あおもり1/15号掲載
　　　「認知症カフェ再開しています」
　
〇一般介護予防事業【再掲】
　・つどいの場にロコモ予防体操等の指導者を派遣した
　　回数　196回（R2:321回）

〇

・新型コロナウ
イルス感染症の
影響や講座内容
の見直し等のた
め、ステップ
アップ講座は開
催できなかった
ものの、認知症
サポーター養成
講座や認知症カ
フェを開催し、
認知症の支援体
制の強化を図っ
たこと

・「帰宅困難高
齢者等の事前登
録件数」「つど
いの場への参加
率」「認知症の
相談窓口を知っ
ている割合」に
ついては、目標
とする指標につ
いて、80％以上
を達成したこと

などから、概ね
順調に進捗して
います。

  認知症の方やその
家族に対する理解を
深めるため、認知症
の正しい知識の普
及・啓発が必要で
す。
　認知症の方やその
家族の負担を軽減す
るため、地域で認知
症の方を見守る体制
を構築する必要があ
ります。

  新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策を図りながら認知症サ
ポーター養成講座や医療・介護職
員に対する研修を実施するなど
し、認知症に係る知識の普及・啓
発を行います。
　認知症の方やその家族を支援す
るため、認知症地域支援推進員が
中心となり、認知症サポータース
テップアップ講座を受講した認知
症サポーター等がチームを組ん
で、支援するための仕組みである
「チームオレンジ」を整備してい
きます。

（認知症サポーターが地域の中で活動できるように
するための講座開催圏域数）

（認知症高齢者など帰宅困難となるおそれのある方
のうち、市へ緊急連絡先等を事前登録した件数）

（第1号被保険者に占めるつどいの場への参加者数の
割合）

（認知症の相談窓口を知っている市民（65歳以上）
の割合）

※新型コロナウイルス感染症の影響や国の要綱
　に定めるステップアップ講座のカリキュラム
　策定に時間を要したため、講座開催圏域数は
　目標に達しませんでした。

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

第2章 地域包括ケアの推進

施策番号 施策名 認知症施策の推進
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2-3

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇地域包括支援センターへの研修会等
  開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 - - 13 13 13
実績値 回 13 13 13
達成率 - - 100.0%

〇地域包括支援センターへ適切に支援
  した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 100 100 100
実績値 ％ - 100 100
達成率 - - 100.0%

〇高齢者の相談窓口を知っている割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 61.2 63.0 63.0
実績値 ％ 61.2 61.2 61.2
達成率 - - 100.0%

〇地域ケア会議開催回数
（地域ケア個別会議の開催回数）                                                            
年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 回 - - 134 134 134
実績値 回 128 125 125
達成率 - - 93.3%

◎

・新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止のため、
オンラインを活
用し、地域包括
支援センター連
絡会を開催する
など、地域包括
支援センターと
の情報共有を
図ったこと

・新たに早期の
段階から自立支
援・重度化防止
の支援を行う自
立支援型会議の
開催により、地
域ケア会議の推
進を図ったこと

などから順調に
進捗していま
す。

　高齢者人口の増加
や福祉ニーズの多様
化等に対応するた
め、地域包括支援セ
ンターの強化を図る
必要があります。

　高齢者の相談窓口
である地域包括支援
センターの認知度の
向上を図る必要があ
ります。

　高齢者の医療、介護、福祉に関
するニーズの増加、多様化に対応
するため、令和3年度から地域包括
支援センターの人員を4人から5人
に増員し、地域包括支援センター
の体制を強化しました。
　引き続き、人材育成を目的とし
た研修会や地域ケア会議の開催
し、各地域包括支援センター職員
の資質の向上を図ります。

　地域包括支援センターの認知度
の向上を図るため、広報あおもり
や市ホームページ等の広報媒体の
ほか、出前講座等を活用し、業務
内容や取組の周知を図ります。

（地域包括支援センター、在宅介護支援センターへ
の研修会や情報共有を行った回数）

（地域包括支援センターが多機関との連携を図るた
めに基幹型地域包括支援センターが支援を行った割
合）

（高齢者の相談窓口である地域包括支援センターを
知っている市民（65歳以上）の割合）

※本計画策定のためにR1年度に実施した「介護
　予防・日常生活圏域ニーズ調査」（3年ごとに
　実施）の結果をR1～R3の実績値、R3の目標値と
　しています。

第2章 地域包括ケアの推進

施策番号 施策名 地域包括支援センターの機能の充実

主な取組 目標とする指標

2-3

〇地域包括支援
  センターの体制
  強化

〇多機関との連携
  強化

〇効果的な運営の
  継続

〇地域ケア会議の
  推進

〇総合相談事業
　・相談支援件数　22,435件（R2：20,511件）
　・地域包括支援センター連絡会担当者会議開催回数
　　　12回（R2：12回）

〇基幹型地域包括支援センター運営事業
　・人材育成（介護予防・重度化防止をテーマ）
　　研修会開催回数　1回（R2：1回）
　・地域包括支援センターが対応した、問題やニーズ
　　を複合的に抱えている支援困難事例件数
　　　50件（R2：84件）
　・青森市地域密着型サービス等運営審議会におけ
　　る各包括支援センターの運営評価の実施回数
　　　1回（R2：1回）
 
〇地域ケア会議推進事業
　・地域ケア会議　141回（R2：143回）
 　 （内訳）
　　　地域ケア個別会議　125回（R2：125回）
　　　※うち自立支援型会議　3回（R3新規）
　　　日常生活圏域ケア会議 14回（R2：16回）
　　　地域ケア推進会議　2回（R2：2回）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）
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2-4

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇帰宅困難高齢者等の事前登録件数【再掲】

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 280 374 468
実績値 人 - 147 261
達成率 - - 93.2%

〇地域福祉サポーター登録者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 2,152 2,166 2,204 2,224 2,244

実績値 人 2,271 2,065 2,052

達成率 105.5% 95.3% 93.1%

〇共助ネットワークが構築されている地区

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 地区 38 38 38 38 38
実績値 地区 38 38 38
達成率 100.0% 100.0% 100.0%

主な取組 目標とする指標

2-4

〇見守り体制の強化

〇地域で支え合う
  意識づくり

〇支え合い活動の
  推進

〇高齢者見守り体制確保事業
　・見守り協力事業者として協定を締結した事業者数
　　（累計）　43事業所（R2:39事業所）
　・行方不明高齢者等の情報をメールマガジンにより
　　配信した件数　4件（R2:3件）
　・帰宅困難高齢者等の情報を事前登録し、みまもり
　　シールを配布した件数　114件（R2:60件）
　・青森圏域連携中枢都市圏内（青森市、平内町、今別
　　町、外ヶ浜町、蓬田村）で行方不明高齢者等の情報
　　を共有する取組の実施

〇生活支援体制整備事業
　一般介護予防事業
　地域福祉計画推進事業
　・地区カルテの整備・更新（市内全38地区の地区
　　社会福祉協議会・地域包括支援センターに配付）
　・ボランティアポイント制度の運用
　　　地域福祉サポーター登録者数　2,052人
　　　（R2：2,065人）※H29.10～制度開始
　・地域支え合い推進員の配置
　　　6人（R2：6人　※5人の時期あり）
　・各地区の会議・研修等の活動参加数
　　　223回（R2：257回）

◎

・「帰宅困難高
齢者等の事前登
録件数」「地域
福祉サポーター
の登録者数」に
ついては、概ね
目標値を達成し
ていること

・地域支え合い
推進員が地域活
動に積極的に参
加し、様々な生
活課題の情報収
集・解決に繋げ
るためのネット
ワーク構築に取
り組んでいるこ
と

などから、順調
に進捗していま
す。

　一人暮らし高齢者
や認知症高齢者が増
加していることか
ら、帰宅困難高齢者
等の事前登録や、多
様な事業者や地域住
民による見守り活動
を継続する必要があ
ります。

　地域福祉サポー
ターの登録者数が目
標値を下回ってお
り、今後、担い手不
足が生じる懸念があ
ることから、サポー
ターの維持及びサ
ポーター数の増加を
図る必要がありま
す。

　地域ぐるみの見守りを推進する
ため、地域の中でさりげなく見守
りをするポイントや異変に気付い
た場合の連絡先等を掲載した「高
齢者等見守り活動の手引き」等を
活用し、引き続き、多様な団体や
関係機関、民間事業者等、より多
くの市民へ見守り活動への協力を
呼びかけます。

　コロナ禍により地域活動が大き
く減少している状況にあります
が、広報あおもり等の広報媒体や
地区社会福祉協議会の研修会等を
通じた制度周知を行うとともに、
ボランティアポイント制度につい
て随時見直すことにより地域福祉
サポーターの確保に努めます。

（認知症高齢者など帰宅困難となるおそれのある方
のうち、市へ緊急連絡先等を事前登録した件数）

（地域福祉サポーター制度への登録者数）

（地域支え合い会議等が恒常的に開催されている地
区社会福祉協議会数）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

第2章 地域包括ケアの推進

施策番号 施策名 見守り・支え合いの推進
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2-5

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇住宅改修費支給件数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 件 944 956 891 904 921
実績値 件 881 790 790
達成率 93.3% 82.6% 88.7%

〇養護老人ホームに適切に措置した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 100 100 100
実績値 ％ 100 100 100
達成率 - - 100.0%  

◎

・住宅改修費支
給件数が概ね目
標どおり推移し
ていること

・養護老人ホー
ムへの入所が必
要な高齢者を適
切に措置してい
ること

などから、順調
に進捗していま
す。

　介護が必要になっ
てもできる限り在宅
で生活することがで
きるよう、住宅改修
等による居住環境の
充実を図る必要があ
ります。

　生活環境上の理由
及び経済的な理由に
より、在宅で生活す
ることが困難な高齢
者に対し、適切な住
まいを確保するた
め、養護老人ホーム
への入所措置を行う
必要があります。

　令和３年度は新型
コロナウイルス感染
症の影響で一部の有
料老人ホームの一般
検査の延期を余儀な
くされたところで
す。

　住宅改修のサービスが利用しや
すいものとなるよう、市ホーム
ページ及び広報あおもりにより、
事業者に対して住宅改修費受領委
任登録を促すとともに、出前講座
などにより、市民に対して制度の
周知を図ります。

　生活環境上の理由及び経済的な
理由により、在宅で生活すること
が困難な高齢者に対しては、引き
続き養護老人ホームへの入所措置
を行い、高齢者に適した住まいを
確保します。

　有料老人ホーム及びサービス付
き高齢者向け住宅におけるサービ
スの質が確保され、入居者が安心
して暮らすことができるよう、引
き続き定期的な一般検査の実施に
努めます。

（介護保険住宅改修費の支給件数）

（養護老人ホームに入所する必要がある高齢者を適
切に入所措置した割合）

第2章 地域包括ケアの推進

施策番号 施策名 住まいの充実

主な取組 目標とする指標

2-5

〇住宅改修等による
　居住環境の充実

〇高齢者に適した住
　まいの確保

○介護予防住宅改修費支払事務
　・介護予防住宅改修　236件（R2：247件）

○居宅介護住宅改修費支払事務
　・居宅介護住宅改修　554件（R2：543件）

○サービス付き高齢者向け住宅登録事業
　・新規登録　0件（R2新規登録：1件）
　　　令和3年度末現在　計17施設542戸

○養護老人ホーム入退所事務

○軽費老人ホーム事務費補助事務
　・補助金交付施設　7施設（R2：7施設）
　・補助金交付額　158,778千円（R2：156,871千円）

○有料老人ホーム等一般検査
　・一般検査実施件数　16件（R2：14件）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）
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2-6

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇生活支援サービスに関する出前講座
  開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 - - 10 10 10
実績値 回 8 6 8
達成率 - - 80.0%

〇平時からの情報提供に同意した避難
　行動要支援者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 6,969 7,039 7,109

実績値 人 - 6,900 6,754

達成率 - - 96.9%

〇啓発事業などへの参加者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 2,950 3,000 3,800 3,900 4,000

実績値 人 2,897 3,734 4,658

達成率 98.2% 124.5% 122.6%

〇交通事故による高齢者の死者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 人 - - 3 3 3
実績値 人 4 3 2
達成率 - - 150.0%

主な取組 目標とする指標

2-6

〇生活支援サービス
　の充実

〇災害時等におけ
  る地域福祉活動
  の充実

〇消費者被害防止

〇交通安全教育の
  推進

〇生活支援サービスの充実
　・福祉ガイドブックへの掲載
　・要介護等認定者への「青森市高齢者福祉サービス
　　一覧」の送付

〇福祉の雪処理支援事業
　・屋根雪処理費用の一部助成　627件　15,576,769円
　　（R2:321件　7,040,540円）

〇在宅一人暮らし高齢者等の雪処理対策事業
　・間口除雪　12,814回（R2：12,028回）

〇青森市高齢者世帯等冬期除雪サービス事業
　・登録世帯数　41世帯（R2：54世帯）
　・延実施回数　1,119回（R2：1,399回）

〇防災訓練事業
　・青森市総合防災訓練　開催中止
　　（R2：参加住民119人）

〇自主防災活動促進事業
　・自主防災組織結成町会　196町会（R2：195町会）

〇消費者教育啓発活動推進事業
　・消費生活出前講座
　　　10回　418人受講（R2：5回　37人）
　・消費者月間パネル展
　　　2日間　79人に啓発（R2：2日間　111人）
　・消費者被害防止活動
　　　8回　1,281人に啓発（R2：4回　740人）
　・庁内関係課を通じた啓発活動[成人式等]
　　　5回　1,759人に啓発（R2：4回　1,725人）

〇消費生活相談事業
　・青森市民消費生活センター相談件数
　　　1,409件（R2：1,521件）
　・青森市相談窓口紹介ネットワーク活動員を通じた
　　注意喚起情報提供
　　　4回　1,121人に提供（R2：4回　1,121人）
　・青森市相談窓口紹介ネットワーク活動員に対する
　　研修会（R3：出前講座形式）
　　　1回　23人受講
　　　（R2：新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
　　　中止）

〇交通安全教育の推進
　・高齢者対象交通安全指導の実施状況
　　　開催回数　10回（R2：2回）
　　　参加者数　1,230人（R2：70人）

◎

・生活支援サー
ビスに関する出
前講座開催回数
をはじめ、目標
とする指標につ
いて、80％以上
達成しているこ
と

・平時からの情
報提供に同意し
た避難行動要支
援者数は目標値
を下回ったもの
の、目標達成率
は96.9％を達成
することができ
たこと

・豪雪対策本部
の設置により、
助成上限額や助
成対象を拡充し
た福祉の雪処理
支援事業等を実
施したこと

などから、順調
に進捗していま
す。

　青森市高齢者世帯
等冬期除雪サービス
事業では、除雪協力
員が不足していま
す。

　避難行動要支援者
避難支援制度におい
て、過去に情報提供
に同意しなかった場
合でも、その後に状
況が変化する場合が
あり、時機に応じた
対応を強化する必要
があります。

　架空請求や特殊詐
欺等、市民の財産を
脅かす事件が後を絶
たないことから、消
費生活に関するトラ
ブルを未然に防止す
る必要があります。

　避難行動要支援者避難支援制度
の実施にあたり、平時からの情報
提供に同意しなかった方でもその
後の状況変化により再度の制度案
内を行うべきケースへの対応につ
いては、毎月、民生委員に制度案
内を行うべき対象者をお知らせ
し、積極的な制度の周知を依頼し
ます。また、同意者名簿に未掲載
であっても、民生委員の日々の見
守り活動等で登録の必要性を感じ
た場合には積極的に制度の案内を
行っていただくよう周知します。

　出前講座や相談窓口紹介ネット
ワーク活動により消費生活に関す
るトラブル事例や対策等につい
て、引き続き周知していくほか、
庁内関係課を通じた啓発活動を実
施します。また、青森市民消費生
活センターにおいて、相談に迅速
かつ適切に対応し、市民の安全・
安心な消費生活の確保を図りま
す。

 引き続き、福祉の雪処理支援事業
等を実施するとともに、住民ボラ
ンティアである除雪協力員の確保
のため、関係団体の会議の場での
呼びかけや、行政回覧等により周
知を図り、事業の安定的な実施を
推進していきます。

（在宅生活を支援するための生活支援サービスに関
する出前講座を開催した回数）

（災害時に備え、平時から町（内）会、民生委員、
警察署、消防署、避難支援者へ情報提供することに
同意した避難行動要支援者の数）

（消費生活に関する各種啓発事業に参加した市民の
人数及び啓発した市民の人数）

（青森市内において発生した、交通事故による65歳
以上の高齢者の年間死者数）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

第2章 地域包括ケアの推進

施策番号 施策名 安全・安心な暮らしの確保
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3-1

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇成年後見活動について、地域ケア会議
　で検討を行う体制づくりができている
  圏域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 圏域 - - 11 11 11
実績値 圏域 1 3 9
達成率 - - 81.8%

〇市長申立てにつなげた割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ 100 100 100 100 100
実績値 ％ 100 100 100
達成率 100.0% 100.0% 100.0%

〇市民後見人養成講座修了者に対する
　研修会開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 2 2 2 2 2
実績値 回 0 1 1
達成率 0.0% 50.0% 50.0%

〇成年後見制度の普及・啓発を行った
  圏域数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 圏域 - - 11 11 11
実績値 圏域 8 6 5
達成率 - - 45.5%

〇

・市民後見人養
成研修修了者に
対する研修会開
催回数は目標値
を下回ったもの
の

・成年後見人等
を必要とする高
齢者への支援を
地域ケア会議で
検討する地域包
括支援センター
は年々増加して
いること

・成年後見制度
の市長申立てが
必要な高齢者に
ついて、家庭裁
判所へ申立てを
適切に行ったこ
と

などから概ね順
調に進捗してい
ます。

　認知症等により判
断能力が不十分な高
齢者の権利を擁護す
るため、成年後見制
度の利用促進を図る
必要があります。

　身寄りがないなど
の理由で成年後見制
度の利用申立てをす
る親族がいないた
め、市長が申立てを
行う件数が増加して
います。

　全ての圏域で、成
年後見人等を必要と
する高齢者への支援
を地域ケア会議で検
討する体制をつくる
必要があります。

　成年後見制度の利用促進を図る
ため、引き続き成年後見制度の周
知と、相談窓口である地域包括支
援センターの周知を図るととも
に、すでに後見人として活動して
いる方が、適切な支援を行えるよ
う、地域ケア会議等を活用した多
職種の連携による支援体制を構築
します。

　判断能力が不十分なため成年後
見制度の利用が必要にも関わら
ず、申立てをする親族のいない高
齢者に対しては、引き続き市長申
立てを行います。

（成年後見人等を必要とする高齢者への支援につい
て、地域ケア会議で検討を行う体制づくりができて
いる圏域数）

（親族等による成年後見等開始の審判の申立てが見
込めない高齢者を市長申立てにつなげた割合）

（市民後見人養成研修修了者を対象とした研修会を
開催した回数）

（成年後見制度の普及・啓発を目的とした出前講座
を開催した圏域数）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、集
　合形式での研修や社会福祉施設等での実習研
　修を実施できなかったため、開催回数は目標
　に達しませんでした。

※新型コロナウイルス感染症の影響により開催
　件数が減少したものです。

第3章 尊厳が守られる暮らしの実現

施策番号 施策名 成年後見制度の利用促進

主な取組 目標とする指標

3-1

〇相談・支援体制の
　充実

〇成年後見制度の利
　用支援

〇市民後見人支援体
　制等の強化

〇成年後見制度の普
　及・啓発

〇権利擁護事業
　・地域包括支援センターにおいて、成年後見制度に
　　関する相談に応じた件数  97件（R2:90件）

〇成年後見制度利用支援事業
　・市長申立件数　45件（R2：34件）
　・報酬助成件数　74件（R2：59件）
　・報酬助成金額　15,005,730円（R2：12,708,524円）
　・市民後見人養成フォローアップ研修
　　　67人（R2：68人）
　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、養成
　　　　研修修了者へ成年後見制度に関する資料を送付
　・出前講座での成年後見制度の普及・啓発回数
　　　5圏域　10回（R2:6圏域　13回）
　　　※市が実施した出前講座　8回（R2:6回）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）
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3-2

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇高齢者虐待の相談・通報に適切に対応
　した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 100 100 100
実績値 ％ 100 100 100
達成率 - - 100.0%

〇高齢者の相談窓口を知っている割合【再掲】

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 61.2 63.0 63.0
実績値 ％ 61.2 61.2 61.2
達成率 - - 100.0%

◎

・高齢者虐待の
相談・通報へ適
切に対応した割
合は目標値を達
成しており、適
切な支援ができ
ていることか
ら、順調に進捗
しています。

　高齢者虐待は、で
きる限り早期に発見
し、早期に対応しな
ければならないた
め、より多くの市民
が相談窓口を認識す
る必要があります。

　高齢者虐待の早期発見・早期対
応のため、引き続き、地域包括支
援センター、医療・介護関係者、
民生委員・児童委員、警察等の関
係団体との連絡体制を強化しま
す。
　また、引き続き、広報あおもり
等により、高齢者虐待の相談窓口
の周知を図ります。

（関係機関と連携したケース対応等、高齢者虐待に
関する相談・通報に適切な対応を行った割合）

（高齢者虐待の相談窓口である地域包括支援セン
ターを知っている市民（65歳以上）の割合）

※本計画策定のためにR1年度に実施した「介護
　予防・日常生活圏域ニーズ調査」（3年ごとに
　実施）の結果をR1～R3の実績値、R3の目標値と
　しています。

第3章 尊厳が守られる暮らしの実現

施策番号 施策名 虐待防止対策の強化

主な取組 目標とする指標

3-2

〇高齢者虐待の早期
　発見・早期対応

〇高齢者虐待防止の
　普及・啓発

〇高齢者虐待防止対策事業
　・養護者による虐待
　　　通報件数　101件…うち虐待数31件
　　　（R2：82件…うち虐待数29件）
　・養介護施設従事者等による虐待
　　　通報件数　10件…うち虐待数1件
　　　（R2：1件…うち虐待数0件）
　・やむを得ない事由による措置
　　　措置件数　1件（R2:0件）
　　　（契約による介護サービスの利用が著しく困難
　　　　な高齢者を市長の権限によりサービス利用に
　　　　つなぐ）
　・高齢者虐待対応マニュアルの改訂
　・高齢者虐待の通報・相談窓口の周知
　　　広報あおもり8/15号掲載　「通報相談窓口」
　・介護事業所等への研修会　6回（R2：2回）
　　　※市が実施した研修会　2回（R2：1回）

〇青森市高齢者生活管理指導短期宿泊事業
　・利用者数　1件（R2：1件）
　　（在宅の高齢者等を虐待等の理由で一時的に施設
　　　に避難させ、安全を確保する）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

11



4-1

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

○介護老人福祉施設入所待機者数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 人 121 72 160 160 126

実績値 人 143 160 220

達成率 84.6% 45.0% 72.7%

〇地域密着型介護老人福祉施設入所者
　生活介護施設数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 施設 6 8 6 6 8

実績値 施設 6 6 6

達成率 100.0% 75.0% 100.0%

〇認知症対応型共同生活介護施設数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 施設 58 60 61 62 63

実績値 施設 58 60 61

達成率 100.0% 100.0% 100.0%

〇地域密着型特定施設入居者生活介護
　事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 施設 - - 1 1 2

実績値 施設 - - 1

達成率 - - 100.0%

〇小規模多機能型居宅介護事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 事業所 8 10 9 9 10

実績値 事業所 8 9 9

達成率 100.0% 90.0% 100.0%

〇看護小規模多機能型居宅介護事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 事業所 1 2 1 1 2

実績値 事業所 1 1 1

達成率 100.0% 50.0% 100.0%

主な取組 目標とする指標

4-1

〇施設・居住系
　サービスの整備

〇在宅サービスの
  充実

〇介護従事者の確保

〇業務の効率化

〇介護保険料収納率
  の向上

〇老人福祉施設整備費補助金交付事務
　・認知症対応型共同生活介護　1件
　　（医療法人蛍慈会）
　・定期巡回・随時対応型訪問介護看護　1件
　　（有限会社青森介護サービス）
　　計2件、交付額42,703千円
　　（R2：3件、104,420千円）

◎

・介護老人福祉
施設入所待機者
数については目
標値を達成でき
なかったもの
の、施設整備に
ついては目標値
を達成している
こと

・介護従事者の
確保に関する情
報提供件数につ
いては目標値を
概ね達成してい
ること

・申請様式等の
簡素化、標準化
に適切に対応し
た割合について
は、目標値を達
成していること

・介護保険料収
納率については
目標値を達成し
ていること

などから、順調
に進捗していま
す。

　高齢化の進展とと
もに介護老人福祉施
設入所待機者数が増
加していることか
ら、青森市高齢者福
祉・介護保険事業計
画第8期計画（令和3
年度～令和5年度）
に基づき、施設サー
ビス及び在宅サービ
スの整備を着実に進
めていく必要があり
ます。

　今後ますます高齢
化が進展し、介護人
材の不足が懸念され
ることから、引き続
き介護従事者の確保
に関する取組を実施
する必要がありま
す。

　介護人材の不足が
懸念されていること
から、必要な介護
サービスを提供する
ため、業務の効率化
に向けた取組を実施
する必要がありま
す。

　介護保険制度の安
定的運営のため、介
護保険料収納率の向
上が求められていま
す。

　第8期計画の施設整備方針に基づ
き、地域包括ケアを推進するた
め、引き続き、住み慣れた地域で
の生活を支える地域密着型サービ
スの整備を進めます。

　引き続き、国、県、関係団体と
連携し、介護職の魅力発信、介護
分野の求人情報、資格取得や研修
情報等に関する情報提供を行いま
す。

　今後も申請様式や手続きの簡素
化・標準化に向けて対応するとと
もに、市ホームページに介護現場
における生産性向上の取組に向け
た資料を掲載するなど、業務効率
化に向けた取組の支援を行いま
す。

　相談、督促、納付勧奨、電話催
告、文書催告により、減免申請の
案内や自主納付、分割納付を促す
とともに、資力がありながら納付
しない滞納者に対しては、財産の
差押えをすることで収納率の向上
に努めます。

（介護老人福祉施設の在宅での待機者数）

〇施設開設準備経費補助金交付事務
　・認知症対応型共同生活介護　1件
　　（医療法人蛍慈会）
　・定期巡回・随時対応型訪問介護看護　1件
　　（有限会社青森介護サービス）
　　計2件、交付額28,577千円
　　（R2：2件、20,649千円）

（地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の累
計施設数）

（認知症対応型共同生活介護の累計施設数）
○包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

（地域密着型特定施設入居者生活介護の累計事業所
数）

〇介護従事者の確保
　・介護従事者確保に関する広報誌への掲載件数　13件
　　（R2：10件）

〇業務の効率化
　・様式の標準化　1件（事故報告書の様式）
　　（R2：1件）

〇介護保険料徴収事務
　・納付相談（新型コロナウイルス感染症の影響による
　　相談を含）、督促状送付、納付お知らせセンターか
　　らの電話による納付勧奨、催告書の送付、財産の差
　　押えを行った。

（小規模多機能型居宅介護の累計事業所数）

（看護小規模多機能型居宅介護の累計事業所数）

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

第4章 適正な介護サービスの提供

施策番号 施策名 介護サービスの充実

令和３年度地域密着型サービス事業者の公募・選定結果

（件）

サービス種類 公募件数 応募件数 選定件数

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 2 0 0

認知症対応型共同生活介護 1 1 1

地域密着型特定施設入居者生活介護 1 1 1

小規模多機能型居宅介護 1 0 0

看護小規模多機能型居宅介護 1 1 1

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1 2 1

計 7 5 4
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〇定期巡回・随時対応型訪問介護看護
　事業所数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 事業所 1 2 2 2 3

実績値 事業所 1 1 2

達成率 100.0% 50.0% 100.0%

〇介護従事者の確保に関する情報提供件数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 件 - - 15 15 15

実績値 件 15 10 13

達成率 - - 86.7%

〇指定申請等の申請様式や手続の簡素化・
　標準化に適切に対応した割合

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ - - 100 100 100

実績値 ％ - 100 100

達成率 - - 100.0%

〇介護保険料収納率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5

目標値 ％ 98.61 98.61 99.13 99.13 99.13

実績値 ％ 99.13 99.28 99.36

達成率 100.5% 100.7% 100.2%

〇介護保険料賦課事務
　・リーフレットの配付
　　介護保険制度周知用リーフレット
　　　3,931件（R2：4,382件）
　　　（介護保険被保険者証に同封し配付）
　　介護保険料説明用リーフレット
　　　89,953件（R2：89,197件）
　　　（介護保険料納入通知書等に同封し配付）
　・給付制限措置
　　支払方法の変更（償還払い化）
　　　4件（R2：7件）
　　　（1年以上1年6か月未満の滞納がある場合）
　　保険給付の支払の一時差止
　　　0件（R2：0件）
　　　（1年6か月以上2年未満の滞納がある場合）
　　給付額減額等
　　　45件（R2：38件）
　　　（2年以上の滞納がある場合）

（定期巡回・随時対応型訪問介護看護の累計事業所
数）

（介護職の魅力発信に関する情報、介護分野の求人
情報及び資格取得・研修情報等の広報誌を活用した
情報提供数）

（国が示す指定申請等の申請様式や手続の簡素化・
標準化に適切に対応した割合）

（介護保険料の現年課税分の収納率（未還付分を含
む））
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4-2

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇ケアプランの点検件数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 件 69 80 55 56 57
実績値 件 53 45 41
達成率 76.8% 56.3% 74.5%

〇研修会開催回数

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 回 1 1 1 1 1
実績値 回 1 1 0
達成率 100.0% 100.0% 0.0%

〇実地指導等の実施率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ 14.0 14.0 16.6 16.6 16.6
実績値 ％ 16.5 8.9 11.0
達成率 117.9% 63.6% 66.3%

〇

・「ケアプラン
の点検件数」は
目標値に達しな
かったものの、
他の点検項目に
ついて概ね予定
どおり実施した
こと

・新型コロナウ
イルス感染症の
影響等により研
修会は開催でき
なかったもの
の、ケアマネ
ジャー等を対象
とした同様の研
修会を開催した
こと

・「実地指導等
実施率」は目標
値に達しなかっ
たものの、集団
指導及び新規介
護サービス事業
者等説明会を開
催したこと

などから、概ね
順調に進捗して
います。

　高齢化の進展によ
り介護サービス費が
増加していることか
ら、より効果的、効
率的なケアプラン点
検等の実施と、一層
の給付適正化の推進
を図る必要がありま
す。

　令和３年度は新型
コロナウイルス感染
症の影響で実地指導
等の実施件数の減少
を余儀なくされたと
ころです。

　国の制度改正を踏まえ、アドバ
イザーによるケアプラン点検やケ
アプラン検証会議を有効に活用す
るとともに、ケアマネジャー研修
会などを通じて介護給付の適正化
の推進を図っていきます。

　今後は各施設の状況を踏まえ
て、より効率的な方策を探りなが
ら効果的な実地指導等の実施に努
めます。

（介護支援専門員が作成したケアプランの記載内容
に関する点検件数）

（地域包括支援センター、介護支援専門員等に対す
る自立支援・重度化防止に資するケアマネジメント
を支援するための研修会の開催回数）

（介護サービス事業者等に対して実地指導等を実施
した割合）

第4章 適正な介護サービスの提供

施策番号 施策名 介護サービスの適正化

主な取組 目標とする指標

4-2

〇介護給付の適正化
　の推進

〇介護サービスの質
　の確保

〇効果的な指導監督

〇介護サービス適正実施指導事業
　・要介護認定の適正化件数
　　　11,342件（R2：11,224件）
　・ケアプランの点検件数
　　　41件（R2：45件）
　・住宅改修等の点検件数
　　　37件（R2：60件）
　・給付実績を活用した情報の点検件数
　　　294件（R2：241件）
　・介護給付費通知回数
　　　2回（R2：2回）
  ・ケアプラン検証会議の開催回数
　　　0回、件数0件（R2：0回、0件）
　　　（生活援助の訪問回数の多いケアプランの届出
　　　・検証）

〇在宅医療・介護連携推進事業
　・在宅医療ケア知識向上研修会（R3新規）
　　　開催回数　4回、参加者数　149人（青森市分）

〇基幹型包括支援センター運営事業
　・基幹型地域包括支援センター研修会
　　　開催回数　1回、参加者数　55人
　　　（R2：開催回数　1回、参加者数　63人）

〇介護保険関連施設等指導監査事業
　・実地指導
　　　実地指導等の実施率　11.0%　78/707事業所
　　　（R2：8.9%　64/716事業所）
　・集団指導
　　　開催回数　1回（R2：1回）
　　　開催期日　R4.3.18（R2：R3.3.16）
　　　　　　　　※ホームページへの資料掲載日
　　　参加事業者数　751事業所（R2：735事業所）
　　　※新型コロナウィルスの影響により会場での説明
　　　　は行わず、ホームページへ資料掲載し質問票、
　　　　受講確認票を受付
　・新規介護サービス事業者等説明会
　　　開催回数　1回（R2：2回）
　　　参加事業所数　11事業所（R2：20事業所）

※新型コロナウイルス感染症の影響により開催
　できなかったものです。

※新型コロナウイルス感染症の影響により実施
　件数が減少したためです。

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）
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4-3

施策
番号

令和３年度の実施内容
自己評
価結果

評価理由 課題 対応策

〇自然災害発生時における業務継続計画
  （BCP）の策定率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 33 67 100
実績値 ％ - - 12.9
達成率 - - 39.1%

〇新型コロナウイルス感染症発生時
  における業務継続計画（BCP）の策定率

年度 単位 R1 R2 R3 R4 R5
目標値 ％ - - 33 67 100
実績値 ％ - - 10.1
達成率 - - 30.6%

主な取組 目標とする指標

4-3

〇災害対策に係る体
　制の充実

〇感染症対策に係る
　体制の充実

〇介護サービス事業者指定事業（中核市）
　・自然災害発生時における業務継続計画策定事業所数
　　　74事業所／573事業所　（12.9％）
　・感染症発生時における業務継続計画策定事業所数
　　　58事業所／573事業所　（10.1％）
　・国のガイドラインや研修会の周知のほか、市の集
　　団指導における資料説明などにより、事業者に対
　　し事業継続計画（BCP）策定の支援を行った。

△

　事業継続計画
（BCP）の策定
率が目標値を下
回っていること
から、やや進捗
が遅れていま
す。

　策定状況の調査に
おいて未策定の理由
を確認したところ、
情報不足、認識不足
が多くあげられてい
たことから、更に周
知を図る必要があり
ます。

　事業者の計画策定を支援するた
め、市のホームページにおいて、
国が示すガイドラインを掲載する
など周知の強化を図ります。

（自然災害発生時における業務継続計画（BCP）を策
定した介護施設・事業所の割合）

（新型コロナウイルス感染症発生時における業務継
続計画（BCP）を策定した介護施設・事業所の割合）

　※自然災害発生時及び新型コロナウイルス感
    染症発生時における業務継続計画（BCP）
    の策定については、国の基準省令及び市の
    条例により、令和3年度から令和5年度まで
    は努力義務とされています。
    （令和6年度から義務化）

　※目標値については、令和5年度までの経過措
    置期間があることから、令和5年度の目標値
    を100％とし、令和3年度はその1/3、令和4年
    度はその2/3を目標値としています。

＜評価基準＞　　（　）内は評価の目安
◎　順調に進捗している（目標とする指標の達成率80％以上）
○　概ね順調に進捗している（目標とする指標の達成率60％～79％）
△　やや進捗が遅れている（目標とする指標の達成率30％～59％）
×　進捗が遅れている（目標とする指標の達成率29％以下）

第3章 適正な介護サービスの提供

施策番号 施策名 災害・感染症対策に係る体制整備
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